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本学位論文では、我が国における関節リウマチ(RA)患者の病態と臨床栄養学的諸要因との関連
性を調査し、RA患者に対する効果的な栄養学的介入を行うことを目標に研究を行った。 
方法として、208名の RA患者と 205名の年齢と性別をマッチングした非 RAコントロールを対
象とした前向きコホート研究のデータを横断的、あるいは縦断的に解析した。 
本論文は、序論と 6 つの章で構成されており、序論では、RA 患者の心血管疾患発症リスク、サ
ルコペニア、疾患活動性などの臨床学的問題点とそれらに対する栄養学的介入の可能性について、
文献的考察に基づき示した。 
第 1章では、RA患者を体格指数(BMI)に基づき、低体重、標準、過体重に群分けし、基本属性、
生活習慣、臨床検査データを比較解析した。その結果、疾患活動性、ADL、心血管疾患発症リス
クの観点から、RA 患者は標準体型であることが最も健康である可能性があり、炭水化物摂取量
が RA患者の体型の差に影響している可能性があることを示した。このことから、RA患者の炭水
化物摂取量を栄養学的介入によって調整することで、疾患活動性、ADL、心血管疾患発症リスク
を改善できる可能性があることを示した。 
 第 2章では、サルコペニアに該当する RA患者と該当しない RA患者の基本属性と生活習慣を
比較検討した。その結果、サルコペニアに該当する RA 患者は、該当しない RA 患者と比較し、
医師から運動制限を指導されている患者が多く、疾患活動性が高く、ADLが低下していることを
明らかにした。また、栄養素・食品摂取状況では、サルコペニアに該当する RA 患者は、カルシ
ウムの摂取量が少ない傾向を示し、牛乳・乳製品の摂取量が少ないことを明らかにした。このこ
とから、RA患者におけるサルコペニア該当者に対しては、疾患そのものに対する積極的な治療、
適切な運動指導、牛乳・乳製品の摂取増加を促すことにより、サルコペニアを治療できる可能性
があることを示した。 
第 3 章では、RA 患者において、地中海式食事パターンに関連する 9 つの栄養素と食品の摂取
状況について着目し、疾患活動性との関連性を解析した。結果、一価不飽和脂肪酸(MUFA)の摂
取が RA患者の疾患活動性抑制に寄与している可能性があることを明らかにした。このことから、
RA患者に対して、オリーブ油などのMUFAを多く含む食品摂取を促すことで、疾患活動性の抑
制に寄与する可能性があることを示した。 
 第 4 章では、RA 患者のビタミン D 摂取量、血清 25(OH)D 値と疾患活動性、年齢との関連性
について解析した。その結果、RA患者の年齢とビタミン D摂取量、血清 25(OH)D値は、正の相
関を示した。また、ビタミン D 摂取量と血清 25(OH)D 値は、年齢を調整した場合でも正の相関
を示すことを明らかにした。また、血清 25(OH)D値と RA患者の疾患活動性は関連しないことを
示した。このことから、比較的若年の RA 患者ではビタミン D 摂取量が少なく、血清 25(OH)D
値が低いことを明らかにすることができた。血清25(OH)D値とRA患者の疾患活動性に関しては、
  
RAに対する治療状況によっても異なる可能性があることから、未治療の比較的若年の RA患者に
対してビタミン D 摂取を促す介入を行うことで、血清 25(OH)D 値と疾患活動性との関連性を明
らかにすることができる可能性があることを示した。 
 第 5 章では、RA 患者に対する栄養学的介入方法の予備的検討として、非 RA の過体重者を対
象に、ITを用いた減量プログラムを試行した。その結果、エネルギー、栄養素摂取量が是正され、
骨格筋量を維持したまま、体脂肪減少に基づく減量が可能であることを示した。このことから、
RA患者に対しても ITを用いた減量介入が有用である可能性があることを示した。 
 終章では、本研究の結果に基づき、RA 患者の体型、骨格筋量の推移と臨床栄養学的諸要因と
の関連性および MUFA 摂取量やビタミン D 摂取量と疾患活動性の推移との関連性を、前向きコ
ホート研究内で長期的に解析することを示した。また、RA 患者の体型、サルコペニアに対する
栄養学的介入案および疾患活動性の抑制を目的とした栄養学的介入案を示した。 
 
